
○趣旨
中央防災会議では、東北地方太平洋沖地震の教訓

を踏まえ、これまで南海トラフ地震、首都直下地震につ
いて最大クラスの地震・津波を想定した防災対策の検
討を進めてきた。
今般、日本海溝・千島海溝で想定すべき最大クラス

の地震・津波の検討が進んだことから、これに対する被害
想定、防災対策の検討を行うために、防災対策実行会
議の下にワーキンググループを設置。
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○論点
・日本海溝・千島海溝沿いで想定される最大クラスの地
震・津波による人的・物的・経済的被害の想定

・これら想定される被害を軽減するための防災対策
・特に、寒冷地、積雪地特有の被害の想定、防災対策

日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震対策検討ワーキンググループ
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最大クラスの津波断層モデル

【②千島海溝（十勝・根室沖）モデル】【①日本海溝（三陸・日高沖）モデル】
断層のすべり量分布

地殻変動量 地殻変動量

Mw＝9.1 Mw＝9.3

〇津波堆積物などのデータを用いて、これらを説明するような津波断層モデルを推定し検討

断層のすべり量分布

変動量（ｍ） 変動量（ｍ）
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